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代表のことばを堂々と述べました
二十歳代表 工藤さん
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８
月
１５
日
、
令
和
８
年
度
二
十
歳
を
祝
う
会

が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
と

な
っ
た
の
は
平
成
１７
年
か
ら
１８
年
に
生
ま
れ
た

９５
名
で
す
。

　
式
典
で
は
、
佐
藤
町
長
が
「
二
十
歳
を
迎
え

た
み
な
さ
ん
に
、
夢
と
希
望
を
も
っ
て
挑
戦
を

続
け
、
権
利
と
責
任
を
自
覚
し
、
他
者
を
思
い

や
る
人
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。
ふ
る

さ
と
で
あ
る
中
山
町
の
歴
史
を
知
り
、
誇
り
と

愛
情
を
育
み
、
平
和
で
持
続
可
能
な
町
の
未
来

を
と
も
に
つ
く
る
若
い
力
に
期
待
し
ま
す
。
常

に
学
び
、
自
ら
の
可
能
性
を
信
じ
て
歩
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
参
加
者
を
激
励
し
ま
し
た
。
来
賓

の
町
議
会
議
長
、
恩
師
の
先
生
か
ら
も
お
祝
い

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
二
十
歳
を
代
表
し
て
工
藤
竜
之
佑
さ

れ
か
ら
は
、
町
で
培
っ
た
諦
め
な
い
心
と
逆
境

を
乗
り
越
え
る
強
さ
を
胸
に
、
自
立
し
た
大
人

と
し
て
社
会
に
貢
献
し
、
故
郷
へ
恩
返
し
す
る

こ
と
を
誓
い
ま
す
」と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
式
典
後
は
、
中
山
町
玄
蕃
太
鼓
振
興
会
の
皆

さ
ん
に
よ
る
太
鼓
演
奏
や
、
春
風
亭
昇
り
ん
さ

ん
に
よ
る
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
二
十
歳
を
祝
う

会
実
行
委
員
会
主
催
の
ク
イ
ズ
大
会
が
開
催
さ

れ
、
会
場
内
は
お
お
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。
華
や
か
な
ド
レ
ス
や
ス
ー
ツ
を
ま
と
っ

た
参
加
者
た
ち
は
、
な
つ
か
し
い
友
人
や
恩
師

と
再
会
を
喜
び
な
が
ら
、
に
こ
や
か
に
懇
談
し

て
い
ま
し
た
。

　
人
生
の
新
た
な
門
出
を
祝
う
、
思
い
出
深
い

一
日
と
な
り
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ん
が
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。「
家

族
や
先
生
、
友
人
、
地
域
の
皆
様
の

支
え
に
よ
り
、
二
十
歳
の
節
目
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

制
限
の
中
で
、
当
た
り
前
の
日
常
や

人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
学
び

ま
し
た
。
町
を
離
れ
た
今
、
豊
か
な

自
然
や
地
域
の
温
か
さ
が
自
分
の
土

台
で
あ
り
、
故
郷
は
か
け
が
え
の
な

い
誇
り
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ
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町民歌斉唱

式典後、実行委員会の皆さんを中心に盛り上がったクイズ大会

久しぶりの再会に自然と笑みがこぼれます

指揮者の武口さん
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スポーツを核に、夢と誇りを未来へつなぐまちづくり
　８月２０日、中山町は東北楽天ゴールデンイーグルスの二
軍拠点誘致に取り組むことを正式に表明しました。候補地
は、ヤマリョースタジアム山形（山形県野球場）を含む中
山公園です。約１７万４，０００平方メートルの敷地を生かし、
野球場や室内練習場、駐車場などを備えた拠点として提案
していきます。この挑戦は、プロ野球の施設を誘致するこ
とだけが目的ではありません。スポーツを核とした新たな
まちづくりを進め、町の未来に夢と誇りをつないでいく取
り組みです。

※施設の内容は計画段階であり、今後変更になる場合があります。

候補地の概要�

候 補 地 ヤマリョースタジアム山形・中山公園
敷 地 面 積 約１７万４，０００平方メートル

一軍拠点からの距離 ８４．３km、車で約７０分（山形自動車道・東北自動車道を利用した場合を想定）
主な計画施設 野球場、第二野球場、運動広場、自由広場、室内練習場、駐車場、バス乗降所

楽天イーグルス二軍拠点誘致への挑戦楽天イーグルス二軍拠点誘致への挑戦

みなさんの「共感」が大きな力になります�
　誘致活動を前へ進めるためには、町民のみなさんをはじめ、県民、企業、関係団体、行政など、多く
の方の理解と応援が欠かせません。人々が心から楽しみ、あたたかく集う本拠地を実現できるよう、中
山町は全力で誘致活動に取り組みます。スポーツを通して、中山町の未来に夢と誇りをつなぐ挑戦で
す。みなさんのご理解と応援をお願いします。

誘致を通じて目指す５つのこと� 今後のスケジュール�
　今後、山形県と楽天野球団へのプレゼンテー
ションを行い、２０２６年１２月に予定されている一
次選定で５候補に残ることを目指します。

地域経済の
活性化

人と企業を
呼び込む

きっかけづくり
暮らしやすい
まちづくり

町への愛着と
誇りを育む

子どもの育成と
地域交流

８月２０日 １２月中

誘
致
表
明

町民のみなさま
の「共感」を得
られる誘致活動
を行います
◦‌�グッズ製作
◦‌�周知・広報
　　　　　  等

一
次
選
定

※お問い合わせ先　東北楽天ゴールデンイーグルス２軍誘致プロジェクトチーム　☎６６２－4271
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町 議 会町 議 会 　町議会臨時会が８月４日と２６日に開催され、
一般会計補正予算について審議が行われ、下記
のように可決されました。

※補正後の予算総額

　歳入歳出予算の総額にそれぞれ４２０万７千円を追加し、予算総額を６２億８，３９０万７千円とする補正予算
が可決されました。

令和８年度一般会計補正予算（第２号）

歳　入 補正額 補正後の予算額 主な補正の内容

県 支 出 金 １２０万７千円 ４億４，６３６万８千円 さくらんぼ高温対策緊急支援事業費補助金　など

繰 入 金 ３００万円 ５億８，９９２万５千円 財政調整基金繰入金

計 ４２０万７千円 （※）６２億８，３９０万７千円

歳　出 補正額 補正後の予算額 主な補正の内容

総 務 費 ２５２万６千円 １１億８，７１０万６千円 公共施設再配置事業に係る現地視察費　など

農林水産業費 １５１万４千円 ２億６，５５０万５千円 さくらんぼ高温対策緊急支援事業費補助金　など

予 備 費 １６万７千円 ２，０５９万１千円

計 ４２０万７千円 （※）６２億８，３９０万７千円

８月４日臨時会

※補正後の予算総額

　歳入歳出予算の総額にそれぞれ２００万円を追加し、予算総額を６２億８，５９０万７千円とする補正予算が可
決されました。

令和８年度一般会計補正予算（第３号）

歳　入 補正額 補正後の予算額 主な補正の内容

繰 入 金 ２００万円 ５億９，１９２万５千円 財政調整基金繰入金

計 ２００万円 （※）６２億８，５９０万７千円

歳　出 補正額 補正後の予算額 主な補正の内容

総 務 費 ２００万円 １１億８，９１０万６千円 東北楽天ゴールデンイーグルス２軍拠点誘致活動経費

計 ２００万円 （※）６２億８，５９０万７千円

８月２６日臨時会
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中山町の中学校部活動が変わります
～子どもたちのスポーツ・文化芸術活動の充実に向けて～

☆中学校部活動の地域展開
　急激な少子化が進む中でも、将来にわたって生徒が継続的にスポーツ・文化芸術活動に
親しむ機会を確保・充実させるため、全国で「部活動の地域展開」の取り組みが進められ
ています。国では令和７年１２月に、山形県では令和８年３月に、それぞれ部活動改革や地
域クラブ活動の推進に関する新しいガイドラインが示され、これらを踏まえ、地域展開に
向けた取り組みが進められています。

☆中山町の主な取組
中山町地域クラブ活動
認定制度の創設❶

　競技力向上を主目的としたチー
ム・スクール等との区別や中学生の
安全・安心な活動環境づ
くりなどの質の担保等の
観点から、中山町におい
て「地域クラブ活動認定
制度」を創設しました。

活動の支援❷
　地域クラブが継続的・安定的に
活動できるよう、活動費の補助や
社会体育施設の使用
料の減免などの支援
を行います。

指導者の資質・指導力の
向上を図る取組❸

　日本体育大学教授による講習会や、
競技ごとの実技指導力向上を目的とし
た「中山スペシャル
レッスン」などを通
じて、指導者の資質・
指導力の向上を図りま
す。

☆中山町認定地域クラブ
　令和８年度は、現在、次の７団体が認定地域クラブとして活動しています。今後も申請・認定により、団体が増
える場合があります。

活動種目 認定地域クラブの名称 主な活動時間
　　野球 中山ベースボールクラブ 日 ９：００～１２：００
　　バレーボール 中山バレーボールクラブｗｉｓｈ 日 ９：００～１２：００
　　柔道 中山柔道クラブ 土 ９：００～１２：００
　　剣道 中山剣道スポーツ少年団 土 １０：００～１２：００
　　サッカー 中山ＳＳ 土 ８：００～１１：００
　　バスケットボール 中山バスケットボールスポーツ少年団ジュニアクラブ 土 男子 １８：００～２１：００／女子 ９：００～１２：００
　　卓球 中山卓球スポーツ少年団 土 １８：００～２０：１５

※活動内容に興味のある方、見学や入会を希望される方など、ご興味のある方は教育課生涯学習Ｇまでお問い合わせください。

　学校・地域クラブ・保護者・関係団体が連携し、安心して活動できる環境づくり
を進めていきます。

地域全体で、子どもたちの「やってみたい」を支えます。

☆中山町の方針が決定

　中山町では、地域展開を推進するための計画として「中山町部活動地域展開推進計画」を令和８年
５月に策定しました。
　今後は、この計画に基づき、中学校と地域が連携しながら、地域クラブ活動の充実や指導者
の確保・育成など、子どもたちが安心して活動できる環境づくりを進めていきます。

令和８年度中学校３年生の部活動引退時期以降、
休日の学校部活動は原則行わず、地域クラブ活動へ展開します。

※ただし、中体連・中文連主催大会等への学校単位での参加はこれまでのとおりです。

※お問い合わせ先　教育課生涯学習Ｇ　☎６６２－2235
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平和への願いを述べる中学生と、その言葉を伝える手話通訳者

指導員による操法展示 ホースの取り扱いについて指導を受ける様子 防災センターでの講習

安全で迅速な放水を　町消防団が消防操法訓練
　７月２６日、町消防団による消防操法講習会がすぱーく中山および防災センターで行われました。講習
会には団長、副団長をはじめ、指導員、各分団部長、団員など合わせて７９名が参加し、放水を行う際の
動作について再確認しました。
　はじめに、すぱーく中山で団長、副団長、指導員らによる消防ポンプ車、小型ポンプによる操法見本
の展示が行われ、的確な動作や流れるような手さばきに団員たちは感嘆し、その動きを目に焼き付けて
いました。
　その後、ホースの搬送や展張、管

かん
鎗
そう
の取り扱いなどの基本動作について指導員による講習が行われま

した。また、防災センターでは操法の手本となるＤＶＤ鑑賞を行い、ひとつひとつの動作を確認した
後、各部隊で実施している技術向上のための訓練方法などについて意見交換が行われました。参加した
団員は「火災が起きた際には、安全かつ迅速に放水を行うことができるよう、今後も訓練を積み重ね、
的確な動作を身につけていきたい」と話していました。

参列者が平和への願い新たに　戦没者追悼式
　８月７日、中央公民館で戦没者追悼式が挙行されました。先の大戦では、本町関係の戦没者４６０余名
の尊い命が失われました。式典には、遺族をはじめ町や町議会の関係者などが参列し、全員で黙祷を捧
げ戦没者を追悼しました。続いて、佐藤町長が式辞を述べた後、中山町遺族会会長の髙橋千藏氏らが追
悼の言葉を述べました。
　戦後８１年を迎え、戦争を直接体験した世代が少なくなる中、中山中学校３年の髙橋叶さんは、「曾祖
父の戦争体験や、曾祖父の兄弟に戦死した人がいることを家族から聞いたとき、心から驚き、戦没者の
方々や、戦後を生き抜き復興を支えてくださった先人の
皆様のおかげで、今の日常があるのだと強く感じまし
た」と振り返りました。そして、「私たちは、戦争の悲
惨さと平和の尊さを決して忘れず、次世代へ語り継いで
いきます。誰もが平和に暮らせる未来を目指し、身近な
笑顔を守ることから行動していくことを誓います」と、
平和への願いを述べました。
　式典の最後に、参列者全員が白菊を捧げて手を合わ
せ、戦没者の冥福を祈りました。
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　新型インフルエンザ等対策特別措置法第８条に規定される市町村行動計画として、政府行動計画及び
県行動計画に基づき策定しています。

２　計画の位置づけ

中山町新型インフルエンザ等対策
行動計画の策定について

　本計画は新型インフルエンザ等の発生に備えるための基本的方針と具体的措置を示すもので平成２６年
３月に町行動計画を策定しています。町行動計画策定後、新型コロナウイルス感染症への対応を通して
明らかとなった課題や科学的知見を踏まえ、国・県行動計画の全面的な見直しが行われています。町に
おいても、新型コロナウイルス感染症対応の経験を踏まえつつ、国・県行動計画との整合性を図るた
め、令和８年７月に中山町新型インフルエンザ等対策行動計画を全面的に改定しています。

１　計画の概要

【新型コロナ対応での課題】
　・感染拡大に伴い、様々な対応が必要となりました。
　・情報が次々に変わり、町民への正確な情報を届けることが重要でした。
　・感染者やその家族、医療従事者等へ対する配慮が必要でした。
　・医療機関や関係機関との連携体制の強化が必要でした。
　・行政サービスを継続するための体制整備が求められました。
　・マスクや消毒液などの物資確保が重要でした。

【新型コロナの対応を踏まえ、計画内容を強化したポイント】
　●研修や訓練の実施
　　�中長期的に複数の感染の波が生じることを想定し、研修や訓練を通して感染症危機管理に携わ
る人材を育成します。

　●情報発信の強化
　　町公式ホームページやＳＮＳ、防災行政無線などを活用し、正確な情報を迅速に発信します。
　●基本的人権の尊重
　　感染者やその家族、医療従事者等に対する偏見や差別をなくします。
　●医療提供体制の確保
　　県や医療機関と連携し、必要な医療が受けられる体制づくりを推進します。
　●町民生活の維持
　　�ゴミ収集や福祉サービスなど、町民生活に欠かせない行政サービスを継続できるよう、業務継
続計画書の作成を整備します。

　●物資の確保
　　感染症対策物資（マスク、消毒、防護服等）の備蓄や調達体制を確保します。
　●関係機関との連携
　　平時から国や県、関係機関との連携を強化します。

8.9.158.9.15 8

広報なかやま広報なかやま



４　町の主な取り組み

平時からの備え 発生時の対応
・感染症に関する情報収集 ・町民への情報発信
・関係機関との連携体制の整備 ・相談体制の設置
・訓練や研修の実施 ・医療提供体制の確保
・物資確保の体制の整備 ・必要な感染防止対策の実施

※お問い合わせ先　健康福祉課健康づくりＧ　☎６６２－２８３６

５　町民のみなさんへお願いしたいこと
【平時の備え】
　・手洗い・手指消毒
　・定期的な換気
　・咳エチケット
　・体調管理
　・食料品や日用品など災害と同様の備蓄

【正しい情報を確認すること】
　町公式ホームページ、町公式LINE、防
災行政無線、広報車、テレビ・ラジオなど
公的機関からの情報を確認しましょう。

【みんなで支え合うこと】
　感染症の流行時には、不安や心配が大きくな
ります。感染した方やその家族、医療従事者へ
の差別や偏見をなくし、お互いを思いやる行動
を心がけましょう。

３　計画の基本的な方針
（目的）
　�　感染拡大を可能な限り抑制し、社会・経済機能への影響を最小限にとどめ、町民生活の安定と健康
を確保します。

（横断的視点）※各対策項目を横断的な視点として３つを設定
　　①人材育成…………訓練や研修を通じて、感染症危機管理に携わる人材を育成します。
　　②国・県との連携…平時から役割分担を整理し、連携体制を構築します。
　　③ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）の推進
　　　デジタル技術やデータを活用した情報収集や提供、予防接種事務のデジタル化を推進します。

（対策項目）※対策項目を７項目に設定
　　①実施体制　②情報提供・共有・リスクコミュニケーション　③まん延防止　④ワクチン
　　⑤保健　　　⑥物資　　　⑦町民の生活及び社会経済の安定の確保

（発生段階の考え方）※発生段階を３つに設定
　　①準備期：新型インフルエンザ等の発生前の段階
　　②初動期：�新型インフルエンザ等の可能性がある感染症の覚知後、政府対策本部が設置され、基本

的な対処方針が実行されるまでの段階
　　③対応期：国の基本的対処方針や発生状況を踏まえた柔軟かつ機動的な対策を講じる段階

（対象疾患）
　　新型インフルエンザ、再興型インフルエンザ、新型コロナ、再興型コロナ、指定感染症、新感染症
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～９月は世界アルツハイマー月間です～
９月２１日は世界アルツハイマーデ

ー！

　誰もが認知症になりうることを前提に、認知症を自分ごととして考えること、認知症の有無にかかわ
らず互いに尊重しつつ共に支え合って生きることができるようにすることが大切です。

　ＭＣＩは、健常な状態と認知症の中間の状態のことです。日常生活に影響を及ぼすほどではないです
が、物忘れなどの軽い認知機能低下もあり、正常とも言い切れない段階です。
　放っておくと認知症に進行していきますが、ＭＣＩの段階で適切な予防をすることで、健常な状態へ
の回復や、認知症への移行を遅らせることが期待できます。

・‌�認知症だと何も分からなくなる、‌
何もできなくなる

・本人は話せない、周囲が決める

・地域で暮らせなくなる

・認知症は恥ずかしいから隠す

・分かることやできることはたくさんある

・‌�本人が決められる（決められるように‌
支援する）

・‌�在宅でも施設でも、地域の一員として‌
活躍できる

・認知症でも自分は自分、オープンに

古い認知症観 新しい認知症観

　世界で認知症の正しい理解が進むよう、国際アルツハイマー病協会と世界保健機関が共同して制定
し、世界各地で啓発活動が行われています。
　認知症は年齢や性別など関係なく誰でもなりうるものです。認知症の有無にかかわらず、住みよい‌
まちづくりに取り組んでいます。

健常な状態健常な状態 ＭＣＩＭＣＩ 認知症認知症

★軽度認知障害（ＭＣＩ）をご存じですか？

　認知症になったら何もできなくなるのではなく、認知症になってからも、一人一人
が個人としてできること・やりたいことがあり、住み慣れた地域で仲間等とつながり
ながら、希望を持って自分らしく暮らし続けることができるという考え方です。

★「新しい認知症観」とは？
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◎‌�上記の事業について、詳しくは健康福祉課福祉介護Ｇ（☎６６２－２４５６）まで
お気軽にお問い合わせください。

　毎月、様々なテーマでオレンジカフェを開催していますので、身近な相談先やお出かけ先として、‌
ぜひご活用ください。毎月の開催予定や内容について、詳しくは各月のお知らせ版をご覧ください。

・‌�９月３０日（水） 午後１時３０分～３時「認知症のはじまりについて考えよう」
　（山辺町との合同開催。詳細は９月１日号のお知らせ版をご覧ください）
・１０月２１日（水） 午前１０時～１１時３０分「散歩ｄｅクイズ」
・１１月２７日（金） 午後１時３０分～３時「冬に気を付けたい病気とケガ」

【９月～１１月の予定】

　認知症の方やそのご家族、町民の方などを対象に、認知症を気軽に学び、考えて、楽しく交流できる場
として毎月開催しています。保健師などの専門職が常駐しており、どなたでも安心して参加いただけます。

オレンジカフェ「ひだまり」

　町内にお住まいで運動制限のない６５歳以上の方を対象に、全８回にわた
り頭や体の体操や認知症についての講話など、町が委託している健康運動
指導士等から教えてもらうことができる認知症予防教室です。
　年２回行っており、次回は令和９年１月８日（金）から２月２６日（金）まで
の毎週金曜日に実施する予定です。ぜひご参加ください。

脳力アップ教室

★町の認知症関係事業

　「認知症を疑う症状が出ている」と知っ
てもらうことが大切です。必要に応じて、
専門医を紹介してもらうこともできます。

◎かかりつけ医

◎中山町地域包括支援センター
　高齢者の総合相談窓口です。詳しくは１２
ページをご覧ください
　☎６６２－６６３７

◎やまがた認知症コールセンター
　（さくらんぼカフェ）
　認知症に関する県の相談窓口です。相談だ
けでなく、認知症のことについて気軽に話し
合える「さくらんぼカフェ」も運営しています。

電話・来所相談：☎６８７－０３８７
メール：kazokunokai@camel.plala.or.jp
受付時間：月～金曜日（祝日、年末年始を除く）
　　　　　正午～午後４時

認知症に関するご相談はお早めに！

　認知症を正しく理解し、認知症の方や家族を温かく見守り
支援する「認知症サポーター」を養成しています。認知症に
ついての正しい知識や声をかける時の方法など、認知症の方
とのかかわり方について学ぶことができます。

認知症サポーター養成講座
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　このガイドは、住み慣れた地域で長く過ごすことができるように、様々な
相談窓口や活用できるサービスをはじめ、認知症に関する基礎知識や認知症
予防などに関する情報をまとめたものです。
　ガイドは、役場庁舎や保健福祉センター、地域包括支援センター等、各
窓口に設置・配布しているほか、町公式ホームページにも掲載しています。‌
ぜひご活用ください。

私たちに私たちに
ご相談ください！ご相談ください！

　地域包括支援センターは、「高齢者の総合相談窓口」で、主任介護支援専門員や社会福祉士、保健師
がおり、町内に住む高齢者のみなさんの心身の健康維持、生活を支える拠点です。
　高齢者の方やご家族が安心して暮らせるように様々な相談に応じています。まずはお気軽にご相談く
ださい。

親が高齢でこの先が心配。
「介護サービス」について詳しく聞きたい。

退院してもいいと言われても
介護できる家族がいなくて。
どうすればよいのか？

うちでお風呂に
入るのが大変で…。 最近物忘れがひどいし

同じことを何回も聞い
てくる。困った。

１人暮らしで、近くに頼れる
身内がおらず、今後が不安。

歩くのが大変で…。
杖や押し車を借りたり、手すりを
設置できると聞いたんだけど…。

足腰は弱ってきてるけど、まだまだ元気
で過ごしたい。運動したり、人と交流で
きるところを教えてほしい。

中山町地域包括支援センターへご相談ください！中山町地域包括支援センターへご相談ください！
高齢者の介護・福祉などに関するお悩みは、高齢者の介護・福祉などに関するお悩みは、

電話　６６２－６６３７
住所　中山町大字柳沢２３３３
時間　午前８時３０分～午後５時３０分

中山町地域包括支援センター
（中山ひまわり荘内）

★中山町認知症支援ガイド
　（認知症ケアパス）をご存じですか？

この表紙が
目印です！
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手話で話してみよう！
～９月２３日は「手話の日」～

　毎年９月２３日は、国際連合が定めた「手話言語の国際デー」です。日本でも、令和７年６月に施行さ
れた「手話に関する施策の推進に関する法律」において、この日が「手話の日」と定められています。
　手話は手や指、体の動き、顔の表情などを使って思いを伝える大切な言語です。手話への理解を深め
ることは、障がいの有無にかかわらず、誰もが自分らしく安心して暮らせる社会をつくる一歩です。
　この機会にぜひ簡単な手話を覚えていただき、日常生活で使ってみてください。

お困りですか

①‌�片方の手の指先を軽く曲げて、こめかみ付近をかく
ように前後に動かします。（「困る」を表します。）

②‌�片方の手の人差し指を立て、左右
に動かしながら少し前に出し、頭
を軽く下げて、問いかける表情を
します。お手伝いしましょうか

①‌�片方の手をグーにして親指を立てて前に向け、もう
片方の手のひらで立てた親指を後ろから２回、軽く
押すようにたたきます。（「手伝う」を表します。）

②‌�片方の手のひらを上に向け、
持ち上げながら、少し首をか
しげます。

気をつけて

①軽く開いた両手を胸の前で上下に置きます。 ②両手を握りながら胸に引き寄せます。

このページのイラストは、生成AIが作成しました。

町公式YouTubeにて手話の動画を掲載していますので、ぜひご覧ください。動画はこちらから

▲

前後に
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Q 

町
の
消
防
団
活
動
に
つ
い
て
、

定
期
巡
回
や
各
シ
ー
ズ
ン
の
演

習
・
講
習
に
は
、
特
定
の
人
ば
か

り
し
か
出
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

全
く
活
動
に
参
加
し
て
い
な
い
人

に
も
同
じ
よ
う
に
退
団
金
が
出
さ

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
参
加
し
て

い
る
人
が
損
を
し
て
い
る
感
じ
が

し
ま
す
。

●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

A 

町
で
は
、
消
防
団
員
に
対
し
、

そ
の
労
苦
に
報
い
る
た
め
、
条
例

に
基
づ
き
報
酬
・
報
償
等
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

　
ご
意
見
の
と
お
り
、
消
防
団
員

「
町
の
消
防
団
活
動
」
に

つ
い
て

は
、
自
ら
の
生
業
を
持
ち
な
が
ら

活
動
す
る
と
い
う
性
格
上
、
仕
事

や
家
庭
生
活
の
都
合
等
に
よ
り
、

活
動
へ
の
参
加
が
難
し
い
方
も
い

る
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
火
災
・
災
害

等
の
際
に
、
自
ら
の
安
全
を
確
保

し
つ
つ
、
的
確
な
対
応
を
行
う
た

め
に
は
、
日
頃
の
訓
練
・
準
備
等

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
各
分
団
・
部
等
に

お
い
て
、
訓
練
等
へ
の
参
加
率
向

上
の
た
め
の
声
掛
け
や
負
担
軽

減
・
参
加
促
進
の
た
め
の
仕
組
み

づ
く
り
な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
と
し
て
も
、
消
防
団
員
が
自

ら
の
職
責
を
自
覚
し
、「
自
ら
の

　町には、町民のみなさんなどから
たくさんのご意見やご要望・ご提案
が寄せられます。町では、氏名・住
所および電話番号の記載のあるもの
には、その方へ回答をお返ししてい
ます。また、その記載がなくても、
そのご意見に対して町での対応をま
とめています。
　今回は令和８年４月から６月まで
にいただいた意見と町の回答を、一
部抜粋・要約して掲載しています。
　次回は１２月号に掲載する予定です。

貴重なご意見貴重なご意見
ありがとうございますありがとうございます

地
域
は
自
ら
が
守
る
」
と
い
う
精

神
に
基
づ
き
、
安
全
か
つ
有
意
義

に
活
動
い
た
だ
け
る
よ
う
、
消
防

団
が
展
開
す
る
取
り
組
み
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

�

（
担
当　
総
務
広
報
課
）

Q 

お
達
磨
の
桜
公
園
で
、
達
磨

寺
の
田
植
踊
を
楽
し
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
の
時
、
ト
イ
レ
を
使
わ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
便
座
は
黄

ば
ん
で
お
り
、
あ
ま
り
使
い
た
く

な
い
感
じ
で
し
た
。
気
持
ち
の
良

い
ト
イ
レ
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。●

　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

A 

洋
式
ト
イ
レ
の
便
座
に
つ
き

ま
し
て
は
、
経
年
劣
化
な
ど
に
よ

る
黄
ば
み
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

今
年
度
便
座
の
交
換
を
実
施
し
ま

し
た
。

�
（
担
当　
建
設
課
）

Q 

今
年
度
の
固
定
資
産
税
の
納

税
通
知
書
は
、
納
期
限
・
納
付
額

と
書
い
て
あ
る
一
面
だ
け
が
大
き

「
お
達
磨
の
桜
公
園
の

ト
イ
レ
」
に
つ
い
て

「
固
定
資
産
税
の
納
税
通

知
書
」
に
つ
い
て

な
文
字
で
、
課
税
明
細
書
は
あ
ま

り
に
も
小
さ
な
文
字
で
見
づ
ら
い

で
す
。
来
年
度
は
見
直
し
て
ほ
し

い
で
す
。

●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

A 

固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
国
が

定
め
る
標
準
化
基
準
に
適
合
し
た

様
式
に
変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
。

標
準
化
基
準
に
対
応
す
る
た
め
、

課
税
明
細
書
の
様
式
に
つ
き
ま
し

て
は
、
多
く
の
情
報
を
記
載
す
る

必
要
が
あ
り
、
文
字
が
小
さ
く
な

ら
ざ
る
を
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。

本
町
の
都
合
に
よ
り
ご
不
便
を
か

け
ま
す
こ
と
、
ご
理
解
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
担
当　
住
民
税
務
課
）

Q 

町
内
の
空
き
家
の
管
理
に
つ

い
て
、
町
と
し
て
積
極
的
な
対
策

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
自
宅
に
隣
接
す
る
空
き
家
で
は

蜂
の
巣
が
で
き
、
家
族
が
不
安
を

感
じ
ま
し
た
。
景
観
の
悪
化
や
害

虫
の
発
生
、
防
犯
、
防
災
、
子
ど

も
た
ち
の
安
全
確
保
に
も
関
わ
る

地
域
全
体
の
課
題
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
所
有
者
へ
の
管
理
指
導
の

「
空
き
家
」
に
つ
い
て

強
化
、
定
期
的
な
実
態
調
査
、
管

理
が
困
難
な
空
き
家
へ
の
支
援
制

度
や
活
用
促
進
策
な
ど
、
町
と
し

て
積
極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

A 

町
に
お
け
る
空
き
家
に
対
す

る
取
り
組
み
と
し
て
、
空
き
家
の

実
態
調
査
を
直
近
で
は
令
和
４
年

度
に
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
も
、

こ
の
調
査
を
概
ね
５
年
に
１
回
実

施
を
予
定
し
、
空
き
家
の
状
況
把

握
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
固
定
資
産
税
の
納
税
通

知
書
送
付
の
際
、
所
有
者
の
方
に

所
有
物
件
の
適
正
な
管
理
や
空
き

家
除
却
補
助
金
制
度
、
空
き
家
バ

ン
ク
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
空
き
家
相

談
窓
口
な
ど
、
各
種
支
援
制
度
や

活
用
促
進
に
つ
い
て
周
知
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
、
町
の
空
家
等
対
策
計

画
に
基
づ
き
、
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

�

（
担
当　
建
設
課
）
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　今回の合宿では、早朝ウォーキングやソフトボールクリニックなどを通して、日体大の学生と地域の
皆さんがふれあう機会をつくることができました。

■学生と一緒に早朝ウォーキング
　８月７日と８日には、日体大の学生と町民が一緒に歩く「早朝ウォー
キング」を開催していただきました。
　２日間で延べ約１３０名が参加し、爽やかな朝の時間を楽しみながら、
学生との交流を深めました。

　８月６日から１０日までの４泊５日、日本体育大学女子ソフトボール部が中山町で夏合宿を行いまし
た。同部が中山町で合宿を行うのは８回目で、今年は約６０名がひまわり温泉ゆ・ら・らに宿泊し、ヤマ
リョースタジアム山形（山形県野球場）にて練習に励みました。

日本体育大学女子ソフトボール部日本体育大学女子ソフトボール部　中山町で合宿！　中山町で合宿！

■ソフトボールクリニックを開催！
　８月９日には、県内のソフトボール・野球に取り組む小中学生を対象に、ソフトボールクリニックを
開催していただきました。当日は約７０名の児童・生徒が参加。日体大の選手から、ボールの扱い方や体
の動かし方など、競技の基礎を丁寧に教えてもらいました。さら
に、「日体大のピッチャーに挑戦！」や「ホームランダービー」な
ど、５つのお楽しみブースを巡るスタンプラリーも実施。子どもた
ちはもちろん、保護者も一緒になって楽しみました。
　日体大からは参加者への景品も用意していただき、子どもたちか
らは笑顔があふれていました。

　８月１日から９日まで、町立図書館ほんわ
館では、夏休み企画「ほんわ館からの脱出
３」を行いました。楽しみながら本や図書館
のつくりを知ることができる内容で、参加者
は問題をクリアし、アイテムを獲得しながら
さらに続く次の問題に取り組んでいきます。
連日たくさんの子どもたちがほんわ館からの
「脱出」をするために熱くなっていました。

図書館の謎を解け！図書館の謎を解け！ほんわ館からの脱出ほんわ館からの脱出

▲熱心に本を探す小学生たち

▲謎解きに必要なきらきらのリストバンド。
　これを獲得しないと脱出することができない。
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掲載記事名： 食生活改善普及運動 9月 1日～9月 30 日（べジアップレシピ） 

 

掲 載 内 容 

中山町健康増進計画健康なかやま 21（第 3次）における栄養・食生活の目標に掲げられている「野菜摂
取量の増加」を目指して、中山町食生活改善推進協議会会員が考案した季節の野菜レシピをひまわり温泉

ゆ・ら・ら売店野菜売り場に設置しています。あと一皿の野菜で毎日の健康を維持しましょう。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（お問い合わせ先）健康福祉課健康づくりグループ 電話番号０２３－６６２－２８３６ 

 

 

ししとうと豚肉の甘酢炒め 
【材料】 
・ししとう…１０本程度・豚肉…１５０ｇ  ・玉ねぎ…小１個 

・片栗粉…大さじ２・サラダ油…大さじ１ 

☆しょうゆ…大さじ２ ☆水…大さじ２  ☆酢…大さじ１ 

☆砂糖…大さじ１ 

【作り方】 
① ししとうのへたを取り、包丁で穴をあける。玉ねぎは

半分に切り、5ｍｍ幅で切る。 

② 豚肉を切り、塩こしょうをして、片栗粉をふっておく。 

③ フライパンにサラダ油を入れ豚肉を焼き、玉ねぎ・し

しとうを加えて炒める。 

④ 肉と野菜に火が通ったら、☆の調味料を入れて煮

詰めて絡める。 

レシピ 
《《  中中山山町町食食生生活活改改善善推推進進協協議議会会会会員員考考案案  》》 

レシピは町ホームページに掲載しています 

▪‌�

水
泳
女
子
（
入
賞
の
み
・
各
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

よ
り
参
加
）

　
井
上　
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北
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会・全
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会
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会
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場
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㎏
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場
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卓
球
女
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虹
々
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場
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ソ
フ
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（
男
子
）

　
渡
辺
悠
太
郎
・
黒
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琉
真 

ペ
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出
場

　
志
村　
晃
輔
・
夛
田　
大
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ペ
ア�

出
場

▪‌�

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
女
子
）

　
菅
野　
紗
羅
・
服
部
あ
か
り 

ペ
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�

第
２
位　
東
北
大
会
出
場

　
浦
山　
華
奈
・
今
井　
優
奈 

ペ
ア

�

第
５
位　
東
北
大
会
出
場

団 

体
個 

人

　
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
や
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
中
山
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

中
山
中
学
生
の
活
躍

食生活改善普及運動 ９月１日～３０日 食生活改善普及運動 ９月１日～３０日 （べジアップレシピ）（べジアップレシピ）

※お問い合わせ先　健康福祉課健康づくりＧ　☎６６２－２８３６

　中山町健康増進計画健康なかやま２１（第３次）における栄養・食生活の目標に掲げられている「野菜
摂取量の増加」を目指して、中山町食生活改善推進協議会会員が考案した季節の野菜レシピをひまわり
温泉ゆ・ら・ら売店野菜売り場に設置しています。あと一皿の野菜で毎日の健康を維持しましょう。

【材料】
・ししとう…１０本程度
・豚肉…１５０ｇ
・玉ねぎ…小１個
・片栗粉…大さじ２
・サラダ油…大さじ１
☆しょうゆ…大さじ２
☆水…大さじ２
☆酢…大さじ１
☆砂糖…大さじ１

【作り方】
①‌�ししとうのへたを取り、包丁で穴をあけ
る。玉ねぎは半分に切り、５㎜幅で切
る。
②‌�豚肉を切り、塩こしょうをして、片栗粉
をふっておく。
③‌�フライパンにサラダ油を入れ豚肉を焼
き、玉ねぎ・ししとうを加えて炒める。
④‌�肉と野菜に火が通ったら、☆の調味料を
入れて煮詰めて絡める。

掲載記事名： 食生活改善普及運動 9月 1日～9月 30 日（べジアップレシピ） 

 

掲 載 内 容 

中山町健康増進計画健康なかやま 21（第 3次）における栄養・食生活の目標に掲げられている「野菜摂
取量の増加」を目指して、中山町食生活改善推進協議会会員が考案した季節の野菜レシピをひまわり温泉

ゆ・ら・ら売店野菜売り場に設置しています。あと一皿の野菜で毎日の健康を維持しましょう。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（お問い合わせ先）健康福祉課健康づくりグループ 電話番号０２３－６６２－２８３６ 

 

 

ししとうと豚肉の甘酢炒め 
【材料】 
・ししとう…１０本程度・豚肉…１５０ｇ  ・玉ねぎ…小１個 

・片栗粉…大さじ２・サラダ油…大さじ１ 

☆しょうゆ…大さじ２ ☆水…大さじ２  ☆酢…大さじ１ 

☆砂糖…大さじ１ 

【作り方】 
① ししとうのへたを取り、包丁で穴をあける。玉ねぎは

半分に切り、5ｍｍ幅で切る。 

② 豚肉を切り、塩こしょうをして、片栗粉をふっておく。 

③ フライパンにサラダ油を入れ豚肉を焼き、玉ねぎ・し

しとうを加えて炒める。 

④ 肉と野菜に火が通ったら、☆の調味料を入れて煮

詰めて絡める。 

レシピ 
《《  中中山山町町食食生生活活改改善善推推進進協協議議会会会会員員考考案案  》》 

レシピは町ホームページに掲載しています 

《中山町食生活改善推進協議会会員考案》

ししとうと豚肉の甘酢炒め

▲レシピは町公式
　ホームページに
　掲載しています 8.9.158.9.15 16
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私たち地域おこし協力隊です！ No.96

●協力隊への問い合わせ先● 佐藤 ☎６６２－２０６３（産業振興課）

第２３０話 小塩御福田田植踊 その５第２３０話 小塩御福田田植踊 その５

　中山町のみなさん、こんにちは！
　記念すべき初のコラム掲載です。
　中山町の環境にも慣れ、最近は最上川沿いをジョギングすることがマイブー
ムです。
　着任してから現在まで受入農家さんの元で様々な経験をさせていただきま
した。作物の管理はもちろんですが、草刈機や消毒のやり方等、日々様々な
ことを勉強させていただいており、受入農家さんには感謝の気持ちでいっぱ
いです。
　話は変わりますが、先日、中山町のわくわく花笠隊として花笠まつりに初

佐藤 くるみ
出身地：山形県
趣味：ウォーキング、
　　　ジョギングなど

　
小
塩
の
田
植
踊
り
に
は
、
途
中

で
ほ
め
言
葉
が
入
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
す
る
と
、
踊
り
手
は
ピ
タ

リ
と
踊
り
を
止
め
て
こ
れ
に
聞
き

入
り
ま
す
。
ほ
め
言
葉
が
終
わ
る

と
、
テ
デ
衆
の
一
人
が
返
し
言
葉

を
述
べ
ま
す
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
、

踊
り
が
再
開
さ
れ
ま
す
。

ほ
め
言
葉
と
返
し
言
葉

　
ほ
め
言
葉
の
ひ
と
つ
は
、「
暫

く
々
々
、
し
ば
し
止
む
る
拙
者
め

は
、ほ
む
る
事
と
は
邪
魔
な
れ
ど
、

あ
ま
り
先
か
ら
の
面
白
さ
に
つ
く

ん
と
ば
っ
か
り
ほ
め
申
そ
う
。
ほ

め
て
ほ
め
違
い
か
な
違
い
は
ご
免

な
り
。
一
寸
待
た
ん
せ
、
鳴
り
物

づ
く
し
で
、
ほ
め
申
そ
う
、
一
に

笛
、
二
に
太
鼓
、
三
に
三
味
線
、

四
ま
原
は
、
五
つ
色
あ
る
百
合
の

花
、
六
つ
向
う
そ
う
と
う
見
ゆ
る

の
桜
花
、七
つ
鳴
鐘
拍
子
も
揃
え
、

八
つ
役
者
も
御
揃
え
、
九
つ
こ
こ

で
田
植
、
十
で
と
こ
ろ
御
繁
昌
と

敬
っ
て
ほ
め
申
す
。」
と
い
う
も

の
で
す
。
ま
た
、
同
じ
前
文
に
引

き
続
い
て
、「
村
づ
く
し
で
ほ
め

申
そ
う
」
と
い
う
始
ま
り
の
地
名

を
散
り
ば
め
た
も
の
や
、「
役
者

づ
く
し
で
ほ
め
申
そ
う
」
と
い
う

歌
舞
伎
役
者
の
名
前
を
散
り
ば
め

た
ほ
め
言
葉
が
続
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
ほ
め
言
葉
に
対
し
て
、

「
東
西
々
々
只
今
は
手
前
ら
の
御

ひ
い
き
と
あ
っ
て
、
お
ほ
め
の
詞

を
く
だ
さ
い
ま
し
た
の
は
」
と
い

う
文
言
に
続
く
返
し
言
葉
が
あ
り

ま
す
。

小
塩
田
植
踊
の
特
色

　
服
装
も
踊
り
も
他
の
民
俗
芸
能

や
特
に
風
流
の
要
素
が
取
り
入
れ

ら
れ
、
華
麗
に
な
っ
て
い
ま
す
。

中
で
も
ソ
ト
メ
の
豪
華
な
花
笠
や

サ
サ
ラ
に
は
田
楽
の
要
素
が
見
ら

れ
ま
す
。

　
一
般
的
な
田
植
踊
の
順
序
は
、

お
正
月
に
始
ま
り
「
上
り
は
か
」

で
終
わ
る
の
で
す
が
、
小
塩
に
つ

い
て
は
、
そ
の
曲
目
が
省
略
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
種
々
の
芸
能

の
要
素
が
見
ら
れ
る
の
は
、
伝
習

の
過
程
の
中
で
入
っ
て
き
た
も
の

を
統
合
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

例
え
ば
「
そ
れ
な
え
」
の
詞
の
中

に「
お
正
月
」の
詞
を
入
れ
た
り
、

「
な
に
よ
と
さ
」の
詞
の
中
に「
上

り
は
か
」
の
詞
が
入
っ
た
ま
ま
で

ま
と
め
あ
げ
て
い
る
、
と
い
う
よ

う
な
こ
と
で
す
。

　
附
（
つ
け
た
り
）
の
「
こ
く
だ

い
舞
」
は
、
詞
も
踊
り
も
他
の
先

行
芸
能
の
要
素
を
取
り
入
れ
、
内

容
を
補
っ
て
観
衆
を
楽
し
ま
せ
る

構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
引
用　
中
山
町
史　
中
巻

　
第
１０
章
第
４
節

　
「
民
俗
芸
能
と
娯
楽
」
か
ら

参加しました。山形駅へ向かう途中の羽前長崎駅から見たひまわり畑が
とても綺麗で、中山町の夏を全身で感じ取りました。
　ちなみに、踊り手として初の花笠まつりの感想は、とても楽しく、や
みつきになりそうでした。また来年参加してみたいです。
　中山町に来てから様々なイベントに参加することができ、とても楽し
い日々を送っています。今後も農業はもちろんですが、イベントにも積
極的に参加し、中山町を盛り上げていけるよう頑張りますので、温かく
見守っていただければ幸いです。よろしくお願いいたします。
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寄附ありがとうございます

　だんだんと日暮れが早くなってきました。
　みなさんは、「薄

は く ぼ
暮」という言葉をご存じですか？

　「薄暮」とは、一般に日の入り時刻の前後１時間を指します。この時間帯は、周囲の明るさが急激に
変化し、ドライバーから歩行者や自転車が見えにくくなるため、交通事故が起こりやすくなります。
　ドライバーも歩行者も、いつも以上に周囲の安全を確認し、交通事故の防止に努めましょう。
　薄暮時間帯を過ぎると、辺りはさらに暗くなります。夜間の交通安全で大切なのは、歩行者が「ドラ
イバーから自分は見えているだろうか」という視点を持つことです。
　夜間は、ドライバーが歩行者の存在に気づくのが遅れることがあります。特に黒や紺などの暗い色の
服装は、周囲の暗さに溶け込みやすく、発見が遅れるおそれがあります。また、夜間の交通事故は重大
な事故につながる可能性があるため、外出時には十分な安全対策が必要です。

※お問い合わせ・かもしかクラブへの入会についてはこちらまで　総務広報課防災安全対策室 担当：夛田 ☎６６２－４８９９

あんぜんスイッチON!　かもしかクラブ通信

これからの季節の必需品！
大人も子どもも「反射材用品」を身に着けよう！

よいこのこうつうあんぜん

6vol.

●８月１３日、みちのく旧車會山形（鈴木政彦代表）より、
「町のために使用していただきたい」と、５万円を寄附して
いただきました。

●‌７月２３日、日本赤十字社山形県支部より、災害時の避難所運営に役立つ資器材として「自動ラップ式
簡易トイレ」一式が交付されました。このトイレは、水を使わずに排泄物を１回ごとに特殊なフィルム

　そこで役立つのが、「反射材用品」です。反射材は車
のライトを反射するため、ドライバーに歩行者の存在を
早く知らせることができます。靴やかばん、上着、帽子
など、ドライバーから見えやすい位置に取り付けましょ
う。明るい色の服装や、ＬＥＤライトなどの携帯も効果
的です。
　夜にお子さんと散歩や買い物、外食、お祭りなどに出
かける際は、大人だけでなく、お子さんにも反射材用品
を着用させましょう。
　夜間の交通事故を防ぐためのポイントは、ドライバー
に「見つけてもらう」ことです。日暮れが早くなるこれ
からの時期は、反射材用品を積極的に活用し、交通事故
から身を守りましょう。

で自動密閉（ラップ）する災害救護活動用器材で
す。断水時でも匂いや菌を完全に閉じ込めることが
できるため、避難所での感染症対策や、高齢者・避
難生活に不安を抱える方の負担軽減に大きく貢献し
ます。
　町では、もしもの災害時に住民のみなさんの安全
と健康を守れるよう、今後、防災備蓄として大切に
活用させていただきます。

反射材用品等を着用した場合

反射材用品等を着用しない場合

8.9.158.9.15 18
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夢
町 コラム長

ひ
と
・ ・まち夢
町 コラム長

ひ
と
・ ・まち夢
町 コラム長

ひ
と
・ ・まち夢
町 コラム長

ひ
と
・ ・まち

中
山
町
長

中
山
町
長

佐
藤
　
俊
晴

佐
藤
　
俊
晴

　

人
口
減
少
は
、
今
や
全
国
の
多
く
の

自
治
体
が
直
面
し
て
い
る
現
実
で
す
。

中
山
町
も
例
外
で
は
な
く
、
農
業
の
担

い
手
不
足
や
地
域
活
動
の
維
持
、
公
共
施
設
の
あ
り

方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
は
「
人
口
が
減
る
こ
と
」
と
「
町
の
力

が
弱
く
な
る
こ
と
」
は
、
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

人
口
が
増
え
る
こ
と
を
前
提
に
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
発
想
を
転
換
し
、「
人
口
が
減
っ

て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
ど
う
築
く
か
」
が
問

わ
れ
る
時
代
で
す
。
限
ら
れ
た
財
源
や
人
材
を
有
効

に
活
か
し
、
防
災
力
の
強
化
、
教
育
環
境
の
充
実
、

公
共
施
設
の
再
配
置
な
ど
将
来
を
見
据
え
た
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

地
域
の
力
は
人
口
の
数
だ
け
で
決
ま
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
農
地
を
守
る
人
、
子
ど
も
た
ち
を
見

守
る
人
、
祭
り
の
準
備
に
汗
を
流
す
人
、
自
治
会
や

消
防
団
で
活
動
す
る
人
。
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
に
で
き

る
役
割
を
果
た
し
、
お
互
い
を
支
え
あ
う
こ
と
で
、

町
の
力
は
育
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

　

人
口
減
少
は
、
町
の
未
来
を
悲
観
す
る
理
由
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
、
農

業
、
自
然
、
人
の
つ
な
が
り
を
改
め
て
見
つ
め
直
し
、

新
し
い
地
域
の
姿
を
創
り
あ
げ
る
機
会
で
も
あ
り
ま

す
。

　
「
人
数
が
減
っ
て
も
、
町
の
力
は
減
ら
さ
な
い
。」

　

祭
り
で
感
じ
た
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
次
の
世
代
へ
誇
れ
る

中
山
町
を
築
い
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
一
夜
で

し
た
。

祭
り
が
教
え
て
く
れ
た『
町
の
力
』

�

…
岡
地
区
・
夏
祭
り
の
中
で

まちの人口（8月末現在）

戸籍のまどぐち（8月分）

人　口 １０，１０２ （前月比−４ 人）人
（男 ４，９７１人、女 ５，１３１人）

出生 人２ 転入 人２２
死亡 人９ 転出 人１９

人の動き

（前月比−３ 世帯）世帯数 ３，７７８世帯

今年も町を彩った今年も町を彩った
　　　　　　ひまわり　　　　　　ひまわり
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お知らせ版お知らせ版

　納付書に記載された期間内であれば、コンビニエンスストアでの納付もで
きます。①のみ納付書に記載された期間内であれば、二次元コードでも納付
できます。

今 月 の 納 税 等 納期限 ９月３０日（水）

①国 民 健 康 保 険 税　第３期　　
②介 護 保 険 料　第３期
③後期高齢者医療保険料　第３期

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
広
報
課
防
災
安
全
対
策
室

�

☎
６
６
２
‐
４
８
９
９

町
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　
毎
年
の
よ
う
に
全
国
各
地
で
地
震
や
大
雨

な
ど
に
よ
る
自
然
災
害
が
発
生
し
、
多
く
の

被
害
が
生
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
７
月

に
は
、
熊
本
県
に
お
い
て
最
大
震
度
７
を
観

測
し
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
「
令
和

８
年
熊
本
地
震
」
が
起
こ
り
ま
し
た
。
今
後

も
多
く
の
箇
所
で
地
震
の
発
生
す
る
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
住
民

一
人
ひ
と
り
が
災
害
に
対
す
る
正
し
い
知
識

を
身
に
つ
け
、
必
要
な
備
え
を
進
め
て
お
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
災
害
発
生
時
に
町
お
よ
び
防
災
関
係
機
関

が
連
携
し
て
、
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
基
づ

き
迅
速
か
つ
的
確
な
行
動
が
で
き
る
よ
う
、

次
の
と
お
り
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
避
難
所
設
置
訓
練
や
防
災
講
演
会
は
、
住

民
の
皆
さ
ん
か
ら
参
加
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
有
事
の
際
に
落
ち
着
い
て
安
全
な

行
動
が
で
き
る
よ
う
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

●
日
時　
１０
月
１８
日（
日
）午
前
８
時
～
正
午

　
・
避
難
所
開
設
…

　
　
　
　
　
午
前
８
時
３０
分
～
１１
時（
予
定
）

　
・
防
災
講
演
会
…

　
　
　
　
　
午
前
１０
時
３０
分
～
正
午（
予
定
）

●
場
所　
中
山
中
学
校

●�

内
容　
災
害
対
策
本
部
設
置
訓
練
、
避
難

所
設
置
訓
練
、
大
規
模
火
災
防
御
訓
練
、

給
水
訓
練
、
防
災
講
演
会
、
炊
き
出
し
訓

練
（
陸
上
自
衛
隊
に
よ
る
カ
レ
ー
の
炊
き

出
し
）、
防
災
関
連
機
関
に
よ
る
展
示
、

備
蓄
防
災
用
品
の
展
示
、
備
蓄
食
糧
等
の

配
付
な
ど

●�

参
加
申
込
は
不
要
で
す
。
当
日
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
税
務
課
住
民
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
２
１
１
３

ご
み
の
野
焼
き
は

�

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
ご
み
の
野
焼
き
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な

ど
の
有
害
物
質
を
発
生
さ
せ
、
甚
大
な
健
康

被
害
を
招
く
危
険
性
が
あ
る
ほ
か
、
悪
臭
・

煙
害
・
火
災
な
ど
で
地
域
住
民
の
方
々
に
迷

惑
を
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
近
年
、
全

国
的
に
野
焼
き
が
原
因
と
見
ら
れ
る
火
災
が

多
発
し
て
お
り
、更
な
る
注
意
が
必
要
で
す
）。

　
不
適
正
な
焼
却
行
為
は
「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
次
の

例
外
を
除
い
て
、原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

違
反
す
る
と
５
年
以
下
の
懲
役
、
１
０
０
０

万
円
以
下
の
罰
金
の
い
ず
れ
か
、
ま
た
は
両

方
に
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　
次
の
方
法
に
よ
る
場
合
は
、
例
外
と
し
て

扱
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
例
外
に
該
当
す
る

場
合
で
も
、
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

場
合
は
、焼
却
を
中
止
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①‌�

農
業
、
林
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得
な

い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却

②‌�

日
常
生
活
を
営
む
上
で
通
常
行
わ
れ
る
廃

※お問い合わせ先　住民税務課税務Ｇ　☎６６２－２１１２

208.9.158.9.15
※本文中の「Ｇ」は「グループ」を省略したものです。
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Ｏ
Ｎ
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棄
物
の
焼
却
で
あ
っ
て
軽
微
な
も
の

③‌�

風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事
を
行

う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

④‌�

国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
施
設
の

管
理
を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼

却
　
や
む
を
得
ず
、
野
焼
き
禁
止
の
例
外
と
し

て
焼
却
を
行
う
場
合
は
次
の
こ
と
を
厳
守
し

て
く
だ
さ
い
。

①‌�

近
所
の
理
解
を
得
て
、
煙
の
量
や
に
お
い

が
近
所
迷
惑
に
な
ら
な
い
程
度
の
少
量
に

と
ど
め
て
く
だ
さ
い
。

②‌�

風
向
き
、
風
の
強
さ
、
夜
間
な
ど
時
間
帯

を
考
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

③‌�

火
災
に
十
分
に
注
意
し
て
、
消
火
す
る
ま

で
そ
の
場
を
離
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

④�

焼
却
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
も
、「
火
災

と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
又
は
火
災
を
発
す
る

お
そ
れ
の
あ
る
行
為
の
届
出
書
」
の
提
出

が
必
要
で
す
（
位
置
図
な
ど
を
付
け
、
山

形
市
西
消
防
署
天
神
町
出
張
所
へ
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
）。
な
お
、
消
防
署
へ
の

届
出
は
焼
却
行
為
を
許
可
す
る
も
の
で
は

な
く
、
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
行
為
を
消

防
署
が
把
握
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

※�

悪
臭
・
煙
害
・
火
災
の
お
そ
れ
な
ど
、
迷

惑
と
な
る
ご
み
の
野
焼
き
を
発
見
し
た
際

は
、
役
場
住
民
税
務
課
住
民
Ｇ
（
生
活
環

境
担
当
）
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、

状
況
確
認
し
た
上
で
指
導
な
ど
を
行
い
ま

す
。

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
２
８
３
６

高
齢
者
向
け
料
理
教
室
を

�

開
催
し
ま
す

　
元
気
な
体
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
毎
日

の
「
食
事
」
が
大
切
で
す
。
今
回
は
筋
肉
を

維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
タ
ン
パ
ク
質
を
摂

る
コ
ツ
を
学
び
な
が
ら
、
実
際
に
つ
く
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

●‌�
日
時　
１０
月
２３
日（
金
）午
前
１０
時
〜
正
午

●‌�
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階　
会
議

室
・
調
理
実
習
室

●‌�

内
容　
タ
ン
パ
ク
質
の
上
手
な
摂
り
方
に

関
す
る
講
話
・
調
理
実
習

●‌�

講
師　
認
定
栄
養
ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

管
理
栄
養
士　
矢
作
香
織
氏

●‌�

対
象　
町
内
在
住
の
６０
歳
以
上
の
方

●‌�

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

●‌�

募
集
人
数　
１０
名
（
先
着
順
）

●‌�

持
ち
物　
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン

ダ
ナ
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
ハ
ン
カ
チ

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

‌�

食
改
事
務
局（
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
Ｇ
）�
�

☎
６
６
２
‐
２
８
３
６

野
菜
を
食
べ
て
健
康
元
気
！

「
や
ま
が
た
野
菜
料
理
教
室
」を

�

開
催
し
ま
す

　
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て

活
動
し
て
い
る
、
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議

会
に
よ
る
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●‌�

日
時　
１０
月
２２
日（
木
）

�

午
前
１０
時
３０
分
〜
正
午
頃

●‌�

場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●‌�

内
容　
食
用
菊
（
黄
菊
）
を
使
っ
た
料
理

●‌�

対
象　
２０
歳
以
上
の
町
内
在
住
の
方

●
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

●
募
集
人
数　
２０
名

●‌�

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ
、
飲
み

物
、
タ
オ
ル
ハ
ン
カ
チ
、
筆
記
用
具

●‌�

申
込
方
法　
１０
月
８
日（
木
）ま
で
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
福
祉
介
護
Ｇ

�
☎
６
６
２
‐
２
６
７
３

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
通
所

移
動
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す

　
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
児
童
発
達
支

援
、
日
中
一
時
支
援
事
業
、
障
が
い
児
の
見

守
り
や
活
動
の
場
の
提
供
を
目
的
と
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事
業
所
を
利
用
し
て
い
る

お
子
さ
ん
が
、
事
業
所
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
ず
、
か
つ
保
護
者
も
就
労
等
に
よ

り
送
迎
が
困
難
な
場
合
に
、
お
子
さ
ん
を
車

で
送
迎
す
る
事
業
を
１０
月
１
日
か
ら
開
始
し

ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
町
が
タ
ク
シ
ー
運
行

会
社
に
委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
利
用
要
件
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
１０
月
１０
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
場
所　
町
立
図
書
館
ほ
ん
わ
館

●
内
容

①‌�

絵
本
作
家 

聞
か
せ
屋
。
け
い
た
ろ
う
氏

に
よ
る
絵
本
読
み
聞
か
せ
講
座

　
・
午
前
１０
時
～
１０
時
３０
分

�

（
０
～
２
歳
児
向
け
）

　
・
午
前
１１
時
～
１１
時
３０
分

�

（
３
歳
児
以
上
向
け
）

　
・
午
後
２
時
～
３
時
３０
分
（
大
人
向
け
）

②
雑
誌
リ
サ
イ
ク
ル
市

�

午
前
９
時
～
午
後
５
時

③
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ　
午
後
３
時
３０
分
～
５
時

※‌�

詳
し
く
は
、町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

館
内
ポ
ス
タ
ー・チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
立
図
書
館
ほ
ん
わ
館

�

☎
６
６
２
‐
６
６
８
８

２
０
２
６「
ほ
ん
わ
館
ま
つ
り
」

の
開
催
に
つ
い
て

●‌�

申
込
方
法　
１０
月
７

日（
水
）ま
で
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
先
着
順
と
な
り

ま
す
の
で
人
数
に
達

し
た
場
合
は
、
申
し

込
み
を
終
了
し
ま
す
。
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お知らせ版お知らせ版

　年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入やその他の所得額が一定基準額以下の年金受給者
の生活を支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。

年金生活者支援給付金制度について

※お問い合わせ先　給付金専用ダイヤル　☎０５７０－０５－４０９２（ナビダイヤル）
　　　　　　　　　住民税務課住民Ｇ　　☎６６２－２５９３（直通）

年金生活者支援給付金制度について

対象
【老齢（補足的老齢）年金生活者支援給付金】給付額は保険料納付済期間等に応じて算出
①　６５歳以上で、老齢基礎年金を受けている。
②　請求される方の世帯全員の市町村民税が非課税となっている。
③　前年の年金収入額とその他の所得額の合計が以下のとおりである。
　　　昭和３１年４月２日以後生まれの方
　　　　‌�　老齢年金生活者支援給付金は８０９，０００円以下である方、補足的老齢年金生活者支援給

付金は、８０９，０００円を超え９０９，０００円以下である方に支給されます。
　　　昭和３１年４月１日以前生まれの方
　　　　‌�　老齢年金生活者支援給付金は８０６，７００円以下である方、補足的老齢年金生活者支援給

付金は、８０６，７００円を超え９０６，７００円以下である方に支給されます。
※①～③すべてを満たす方

【障害年金生活者支援給付金】給付額：障害等級１級　７，０２５円（月額）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 障害等級２級　５，６２０円（月額）　
①　障害基礎年金を受けている。
②‌�　前年の所得額が「４，７９４，０００円＋扶養親族の数×３８万円」以下である。
※①～②すべてを満たす方

【遺族年金生活者支援給付金】給付額：５，６２０円（月額）
①　遺族基礎年金を受けている。　
②‌�　前年の所得額が「４，７９４，０００円＋扶養親族の数×３８万円」以下である。
※①～②すべてを満たす方

年金生活者支援給付金を受け取るには
【新たに年金生活者支援給付金をお受け取りいただける方】
　お受け取りの対象になる方には、日本年金機構から９月２日以降順次、請求可能な旨のお知ら
せを送付します。
　同封のはがき（年金生活者支援給付金請求書）に記入し提出してください。はがきに記載して
いる期限までに請求書が届くようにご提出いただけなかった場合も手続きは可能です。ただし、
令和９年１月４日までに請求書が届かなかった場合、請求した月の翌月分からのお支払いとなり、
令和８年１０月分から令和９年１月分までの年金生活者支援給付金を受け取れません。

【年金を受給しはじめる方】
　年金の請求手続きと併せて年金事務所または中山町役場で請求手続きをしてください。
　※支給要件を満たす場合、２年目以降のお手続きは原則不要となります。
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令和８年８月千葉豪雨災害により被災した方々への
義援金を受け付けています

※‌�払込取扱票の口座名義欄への記載は、上記口座名義略称でも取り扱い可能です。
※‌�窓口で振替の手続きをした場合のみ、振替手数料は免除されます。
※‌�この義援金は税制優遇措置の対象となりますので、受領証の発行を希望の場合は、通信欄に「受
領証希望」と記載してください。

●受付期間　令和８年１１月３０日（月）まで
●募金箱の設置　・役場１階会計室窓口　・保健福祉センター内健康福祉課窓口
　　　　　　　　・中央公民館窓口　　　・町立図書館ほんわ館カウンター前
※‌�この義援金は税制優遇措置の対象となりますので、現金での義援金を希望の方で受領証が必要な
場合は、健康福祉課（保健福祉センター内）に義援金をお持ちください。
●郵便局窓口での郵便振替による直接送金の場合
口座記号番号 ００１００−２−６３６３５８
口座加入者名 日赤令和８年８月千葉豪雨災害義援金
口座名義略称 日赤Ｒ８千葉豪雨義援金

※お問い合わせ先
　日本赤十字社山形県支部中山町分区（健康福祉課福祉介護Ｇ内）　☎６６２－２６７３

令和９年度 保育所等の利用申し込みを受け付けます令和９年度 保育所等の利用申し込みを受け付けます
　令和９年度に町立なかやま保育園または学校法人長崎児玉学園ぴーすこども園の利用を新規で希
望する方は、申込書類に必要事項を記入し、証明書等の必要書類を添えて申し込んでください。
　申込書類は、保健福祉センター、町立なかやま保育園、役場総合窓口で配付しています。また、
町公式ホームページからダウンロードすることもできます。

●受付日時　１０月３０日（金） 午前９時～午後３時　　●受付場所　保健福祉センター　検診ホール
●保育所等への入所基準
　‌�　児童が町内に住所を有し、保護者が次のいずれかに該当するため、その児童を保育できないと
認められる場合に対象となります。
　①おおむね月６４時間以上就労している　②疾病や負傷、または精神や身体に障がいがある
　③家族の看護や介護をしている　　　　④災害等のため保育ができない
　⑤妊娠中または出産直後である　　　　⑥求職活動中である　　　　　　⑦就学中である
●その他
　＊‌�各施設の保育内容については、申込書と一緒に配付する書類または町公式ホームページをご覧
ください。

　＊‌�令和９年４月２日から６月３０日までに利用を希望する方も、上記期日に申し込んでください。
令和９年７月１日以降に利用を希望する方については、入所開始希望日の５か月前をめどに入
所の可否を決定しますので、随時お申し込みください。

　＊‌�必須ではありませんが、ぜひ各施設をご見学のうえお申し込みください。
　　見学等のお問い合わせ先
　　　・学校法人長崎児玉学園ぴーすこども園　☎６６２－２３４５
　　　・町立なかやま保育園　☎６６２－２２１０

※お問い合わせ先　健康福祉課子育て支援Ｇ　☎６６２－２７０５
▲町公式ホームページは

こちら
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※
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
協
議
会（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

�

☎
６
６
２
‐
４
３
６
１

無
料
法
律
相
談
所
を

�

開
設
し
ま
す

　
あ
な
た
の
悩
み
、
心
配
ご
と
に
弁
護
士
が

助
言
し
ま
す
。
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

●‌�

日
時　
９
月
３０
日（
水
）

�

午
後
１
時
１５
分
～
３
時
３０
分

●‌�

場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　
２
階

●‌�

相
談
内
容　
財
産
・
相
続
・
土
地
・
金
銭
・

家
族
問
題
な
ど

●‌�

対
象　
町
内
に
お
住
ま
い
の
方
お
よ
び
そ

の
親
族
の
方

●‌�

費
用　
無
料

●‌�

予
約　
電
話
受
付
（
平
日
の
午
前
８
時
３０

分
～
午
後
５
時
１５
分
（
相
談
日
前
日
は
午

後
２
時
ま
で
））

※‌�

予
約
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
ら
、
締

め
切
り
ま
す
（
先
着
４
組
）。

●期　間　１０月１日（木）～１２月６日（日）　開館時間 午前１０時～午後４時 （最終入場 午後３時３０分）
　　　　　※休館日　月曜日（祝日の場合は翌日）
●場　所　町立歴史民俗資料館　
●入館料　大人１００円、学生５０円、子ども３０円
◆展示内容　‌�中山町の町名由来ともなった旧領主中山家について、新たに寄贈を受けた旗指物や刀

剣を中心に関連資料を三部構成で展示します。また中山家文書の中から、新たに発見
された最上義光の子孫、最上義智・義長の文書も初公開します。

◆ギャラリー‌�トーク：山形大学教育学部　大喜 直彦教授、町教育課文化財職員による展示資料の
解説を行います。（事前申し込み不要）

　　　　　　日時：１０月２４日（土） 午後１時～　場所：町立歴史民俗資料館 特別展示室内

※お問い合わせ先　町立歴史民俗資料館　☎６６２－２１７５

※お問い合わせ先　山形税務署管理運営部門
　　　　　　　　　　 ☎６２２－１６１１
　音声ガイダンスにしたがって「２」番を選択してください

歴 史 民 俗 資 料 館 か ら の お 知 ら せ歴 史 民 俗 資 料 館 か ら の お 知 ら せ
令和８年度特別展令和８年度特別展  続・続・中山家伝来品 中山家伝来品 を開催しますを開催します

税務署総合窓口における
受付時間について

令和８年９月のeLTAX更改に
伴うサービス停止について

　各種オンライン手続きの拡充を鑑み、令和
８年１０月１日以降、全ての税務署で総合窓口
における受付時間を、原則として午前９時か
ら午後３時とすることとしました。
　なお、総合窓口の受付時間外であっても、
開庁時間内（午前８時３０分〜午後５時）に来
署された場合は、必要な対応を行った上で、
次回以降は受付時間内に来署いただきたい旨
を案内することとしています。
※‌�総合窓口では申告・申請書等の受理、用紙
の交付、国税の納付手続き、納税証明書の
交付などを行っています。

　eLTAXのシステム更改に伴い、次の期間
中サービスが停止となります。
　サービス停止期間中は、eLTAXやeL-QR
を利用した地方税の電子申告、電子納付等の
手続きができないため、ご注意ください。
サービス停止期間
　９月１９日（土）午前０時～２４日（木）午前８時３０分（予定）
サービス停止に伴い利用不可となる手続き例
・eLTAXを利用した電子申告・電子納付等
・‌�eL-QR・eL番号を利用したキャッシュレ
ス納付（地方税お支払いサイト、スマホ決
済アプリを利用した納付）

・OSSを利用した電子申告に伴う電子納付
　詳細は、eLTAXホームページ（https://www.
eltax.lta.go.jp/news/14857）をご覧ください。
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　厚生労働省では、９月２４日から９月３０日の１週間を、「結核・呼吸器感染症予防週間」と定め
ています。
　結核や呼吸器感染症、非結核性抗酸菌症から身を守るために、正しい知識と予防方法を身につ
けておきましょう！

◎結核
　‌�　結核菌によって主に肺に炎症を起こす感染症。結核にかかっている人の咳やくしゃみなどに
よって空気中に菌が飛び散り、それを周囲の人が直接吸い込むことによって感染します（空気
感染）。肺以外にも、喉や腸、腎臓や脳など全身の色々なところで発病することもあります。
感染した後はすぐに発症することもあれば、何十年も発病せず免疫力が下がったときに発症す
ることもあります。今なお全国で毎年約１０，０００人が感染している再興感染症です。

◎呼吸器感染症
　‌�　ウイルスや細菌などの病原体が鼻や肺などの呼吸器に感染することで発症する疾患の総称。
一般的なかぜ症候群やインフルエンザ、肺炎、新型コロナウイルス感染症などが含まれます。

◎非結核性抗酸菌症
　‌�　土壌や水系などの自然環境や浴室のシャワーヘッド、水道の蛇口等に生息している非結核性
抗酸菌が肺などに取り込まれることによって発症します。基本的にヒトからヒトへの感染はし
ません。近年、非結核性抗酸菌症の罹患率が全国で急増しています。

結核・呼吸器感染症・非結核性抗酸菌症とは？

①咳が２週間以上続いている　　　②痰や血痰が出る　　　③体のだるさが長引く
④微熱が長引く　　　　　　　　　⑤食欲がない　　　　　⑥急に体重が減る
※‌�高齢者の結核は上記の症状が少なく見つかりにくいのが特徴です。６５歳以上の方は結核の健康
診断を受診する義務がありますので、年に１度は健康診断などで胸部レントゲン検査を受けま
しょう。結果に異常があった場合は、自覚症状がなくても必ず受診しましょう。

こんなときは、早めに医療機関へ！

①咳や痰、微熱がある時は、早めに医療機関を受診しましょう。
②‌�ウイルスや細菌は空気が乾燥する秋・冬に活発になります。流行に備えてマスク着用を含む咳
エチケットや手洗い・うがいの徹底、換気など基本的な感染症予防を心がけましょう。
③予防接種を受けて重症化を防ぎましょう。
④‌�免疫力が低下しないように、栄養バランスの良い食事と十分な睡眠、適度な運動を行い、規則
正しい生活を心がけましょう。

結核や呼吸器感染症から身を守るために

※お問い合わせ先　健康福祉課健康づくりＧ　☎662－2836

９月２４日から９月３０日まで
「結核・呼吸器感染症予防週間」です

25 8.9.158.9.15



お知らせ版お知らせ版

※お問い合わせ先　
　学校法人長崎児玉学園ながさき幼稚園
� ☎６６２－２３４５

ながさき幼稚園ながさき幼稚園
「ひよこの会「ひよこの会」」のご案内のご案内

●時間　午前１０時～１０時３０分
●場所　ながさき幼稚園 遊戯室
●内容　‌�体育あそび体験をしま

しょう
　　　　‌�幼稚園の体育遊び専任講

師と一緒に楽しく身体を
動かして遊びましょう。

●持ち物‌�　水分補給ができるもの、
内履きをご持参ください。
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中中山山町町「秋の交通安全町民運動」「秋の交通安全町民運動」
はじまります！はじまります！

※お問い合わせ先
　総務広報課防災安全対策室　☎６６２－４８９９

　交通事故に遭わない、交通事故を起こさないよう時間
と心にゆとりを持って行動しましょう。

実施期間　９月２１日（月）～３０日（水）

９月３０日（水）は「交通事故死ゼロを目指す日」です

　日没が早まる秋以降は夕暮れ時から夜間にかけて交通
事故が多発する傾向があります。町民一人ひとりが交通
安全への意識を高め、交通事故防止に努めましょう。
≪運動の重点≫
１．＜歩行者＞歩行者の安全確保と反射材用品の着用促進
２．�＜自動車＞夕暮れ時の早めのライト点灯と飲酒運転
や「ながらスマホ」の根絶
３．‌�＜自転車＞自転車・特定小型原動機付自転車の交通ルー
ルの理解・遵守の徹底
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保健カレンダー ※保健事業に関するお問い合わせ先
健康福祉課　健康づくりＧ　☎６６２－２８３６
　　　　　　子育て支援Ｇ　☎６６２－２７０５

事　業　名 日　時 場　所 対　象　者　等

総 合 健 診
（健康づくりＧ）

９／２４（木）
１０／２（金）
受付時間

７：４０～９：３０

保健福祉
センター

〈９月２４日〉向新田、上町、中町、桜町、北小
路地区の方で申し込んだ方と希望する方
【バス時刻】向新田公民館 ７：１５
　　　　 　上町コミュニティセンター前 ７：２０
　　　　　 中山町役場前 ７：２５
　　　　　 天国社中山ホール前 ７：３０
　　　　　 中央公民館 ７：３５
※‌�中央公民館正面駐車場は緊急用ヘリポートに
指定されていますので、自家用車でお越しの
方は、周辺駐車場をご利用ください。

〈１０月２日〉梅ヶ枝町地区の方で申し込んだ方と希望する方
【バス時刻】旧勤労文化センター ７：３０　梅ヶ枝町公民館 ７：３５
特定健診、後期高齢者健診、さわやか健診、がん検診を申し込まれた方。
○‌�申し込まなかった方で希望する場合は、健康づくりＧにご連絡ください。
●持ち物　‌�問診票、採便容器と採尿容器、健診料金。４０歳以上の方は、マイナ保

険証などを必ずお持ちください。
◆�詳しくは、「令和８年度中山町健康診断実施のご案内」をご覧ください（申し
込まれた方に送付しています）。

定 期 健 康 相 談
（健康づくりＧ）

９／２９（火）
１０：３０～１１：３０

保健福祉
センター
検診ホール

生活習慣病予防・健康診査に関する相談を行い
ます。

育 児 相 談
【予約制】

（子育て支援Ｇ）
９／２９（火）
午後

保健福祉
センター

お子さんの発達や育児全般について、保健師・
助産師・管理栄養士、公認心理師などが相談に
応じます。希望する方は事前に電話でご連絡く
ださい。

乳 児 健 診
（子育て支援Ｇ）

９／３０（水）
受付時間
３か月児

１３：００～１３：１０
１１か月児

１３：１５～１３：２０

保健福祉
センター
検診ホール

令和７年１０月・令和８年６月生まれのお子さん
と前回欠席のお子さん
●持ち物　母子手帳、問診票、バスタオル、
　　　　　交換用おむつ

１歳６か月児健診
（子育て支援Ｇ）

１０／７（水）
受付時間は
個別通知で
お知らせします

保健福祉
センター
検診ホール

令和７年１月～３月生まれのお子さんと前回欠
席のお子さん
●持ち物　‌�母子手帳、問診票、「健やか親子２１」

質問票、バスタオル

　　　　　　　　　　　　
　母子健康手帳交付は予約制です。事前に「なかやま子育て応援アプリby母子モ」から交付申請
情報を入力のうえ、子育て支援Ｇへ電話し母子手帳受け取りの予約を行ってください。
※母子手帳交付にかかる所要時間の短縮および事務効率化のため、
　７月から交付申請を一部電子化しています。
●受付時間：午前９時～午後４時（土曜日・日曜日・祝日を除く）
●所要時間：３０分～１時間程度
●場　　所：保健福祉センター
●持 ち 物：医師が記入した妊娠届出書、マイナンバーカード、
　　　　　　妊婦さん名義の通帳のコピー（口座番号のページ）

母子手帳交付について

アプリは二次元コード
または「母子モ」で
検索してください。

●町内医療機関で接種を希望する場合は、直接医療機関に申込票を提出してください。
●‌�町外医療機関希望の場合は健康づくりGに申込票をお届けください（接種券を郵送しますので、
届いたら医療機関に予約を入れてください）。
※転入などで申込票をお持ちでない場合は、健康づくりＧへお問い合わせください。

乳幼児等定期予防接種の申し込みについて
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手に入れると幸運を招くという「蓬莱矢」手に入れると幸運を招くという「蓬莱矢」

町の魅力を再発見！
　中山町には、魅力的な場所やもっと知ってほしい良いモノなどがたくさんあります。
　このコーナーでは、そんなまちの魅力をお知らせしていきます。

　８月１８日、岩谷地区にある岩谷十八夜観音堂で例祭が行われ
ました。これは、岩谷観音史跡保存会（森谷喜代弘会長）が主
体となり行っているもので、毎年、町内はもちろん、県外から
も多くの人が参拝に訪れます。
　例祭では、家内安全・身体堅固を願う祈祷がされたあと、「火
渡り」の神事が行われました。「火渡り」の神事では、邪気を
払い手に入れると幸運が訪れるとされる「 莱

ほうらいや
矢」が放たれた

あと、「護
ご ま だ ん
摩壇」に火がつけられました。その火が燃えつきた

ところを参拝者が渡りました。
　今回、山形市から初めて参拝に訪れた小学４年生と１年生の
兄弟。放たれた矢を手に、二人ともとても嬉しそうな笑顔を見
せてくれました。「火渡り」を渡った感想を聞くと、兄の絢

けん と
士

さんは「思ったよりも大丈夫だった！」と笑顔で話し、弟の
実
みつき
月さんは「けむりがすごくてむせました」と、体験したから
こその感想を聞かせてくれました。町内に住む祖父と一緒に参
加した二人にとって、夏の思い出に残る貴重な体験となったよ
うです。

町内外から多くの参拝者

岩谷十八夜観音例祭
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